
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山形大学での 27 年を振り返って 

 

1996 年の春に山形に着任してから 27 年が経ちました。遠い未来に感じていた定年

退職の年になり、年月の過ぎる早さを今更ながら感じています。山形に来るまでの調

査・研究は西南日本地質区でしたが、山形に来たら、東北日本地質区で地質構造境界，

花崗岩や剪断帯を研究しようと思い、双葉破砕帯、鬼首湯沢マイロナイト帯、大井沢構

造帯、割山隆起帯等、東北地方南部の先新第三紀花崗岩地帯を卒論のテーマにしてくれ

た学生たちと山を歩き，地質の見方や記載の仕方を教えたり、あるときは一緒に考え込

んだりしたことが思い出されます。学生たちは、地質図を書くために調査して､岩石薄

片を作成・観察するという地道な作業を行なっていました．そうして、岩石・地質観察

の観点を身につけていっているのは、理科教員になった卒業生といろいろな研修計画を

立てる時に､共通の理解を土台として作業ができることに頼もしく感じます。教員以外

の道に進んだ卒業生も卒論で始めた山歩きをその後の人生でいろいろ趣味にしていたり

するというのを聞いてとてもうれしく思っています。 

大学での研究生活の晩年には 2016 年に設立された文化地質研究会に参画でき、他分

野の方々と話す地質・岩石の世界から，地質が私たちの生活する土台としての基盤であ

るだけでなく，文学・民俗や信仰にも関係するものだと言うことを今更ながらに学びま

した。これからも，いろいろな縁で知り合った人々と自分の山形ライフを続けたいと思

います． 

大 友 幸 子 

プロフィール 

 

1957 年青森県八戸市に生まれる． 

その後，高校卒業までのほとんどを宮城県で過ごす． 

1980 年 3 月信州大学理学部地質学科卒業 

1 年間 一橋大学経済学部助手勤務後に 1 年間信州大学研究生 

1985 年 3 月信州大学理学研究科地質学専攻修士課程修了． 

1991 年 3 月広島大学理学研究科地質学鉱物学専攻  

博士課程後期単位取得退学． 

1992 年 4 月広島大学 博士(理学)． 

1993 年 4 月-1994 年 3 月バルセロナ自治大学客員研究員． 

1996 年 4 月山形大学教育学部助教授， 

2005 年 4 月地域教育文化学部生活総合学科教授， 

2012 年 4 月地域教育文化学部地域教育文化学科教授。 

2023 年 3 月末で定年退職． 

1996 年の着任から山形大学附属博物館の学芸研究員， 

最後の 2022 年度の 1 年間山形大学附属博物館館長を務める。 


